
日本共産党宮城県会議員団ニュース〈速報版〉

2018年3月　第23号

発行：日本共産党宮城県会議員団
(控　室) TEL 022(211)3523
　　　　FAX 022(268)6093

県議団ニュース
速  報  版

2021年9月　第51号

発行：日本共産党宮城県会議員団
(控　室) TEL 022(211)3523
　　　　FAX 022(268)6093

県議団ニュース
速  報  版

E-mai : info@jcpmk.jp

特定企業に「独占」的に「特権」与える村井県政
被
災
者
の
生
活
再
建
に
冷
淡

水道
民営化 !

住
ま
い
の
再
建
に
大
震
災
復
興
基
金
は
わ
ず
か
４
％
の
支
出
。岩
手
県
の
十
分
の一

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
性
的
指
向
、
性
自
認
に
関
す

る
差
別
や
不
利
益
を
解
消
す
る

た
め
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ

プ
制
度
を
導
入
す
べ
き
。

■
環
境
生
活
部
長

　
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解

促
進
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
先
行
実
施
の
動
向

を
注
視
し
導
入
効
果
や
市
町
村

の
役
割
に
つ
い
て
情
報
収
集
に

努
め
今
後
の
対
応
を
研
究
す
る
。

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
「
困
難
を
抱
え
る
女
性
」
へ

の
相
談
支
援
の
根
拠
法
で
あ
る

売
春
防
止
法
は
多
様
化
す
る
支

援
実
態
と
乖
離
し
て
お
り
、
国

に
法
改
正
や
予
算
の
充
実
を
求

め
、
県
と
し
て
も
女
性
相
談
事

業
・
支
援
策
を
充
実
す
べ
き
。

■
知
事

　
国
に
要
望
し
て
い
る
。
県
と

し
て
も
昨
年
度
か
ら
民
間
団
体

の
相
談
事
業
に
補
助
金
を
交

付
、
婦
人
保
護
事
業
関
係
機
関

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
協
議
会
に

民
間
団
体
の
参
画
を
得
る
な
ど

し
て
お
り
、
今
後
と
も
充
実
強

化
に
取
り
組
む
。

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相

談
件
数(

20
年
度)

３
１
８
５

件
に
は
、仙
台
市
の
エ
ル・ソ
ー

ラ
や
電
話
で
の
相
談
、
石
巻
市

の
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
分
の
Ｄ
Ｖ
相
談
１
１
６
８

件
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
で
は
実
態
が
把
握
さ
れ
ず
、

必
要
な
対
策
が
で
き
な
い
。
総

合
的
な
相
談
数
を
公
表
し
、
見

合
っ
た
政
策
展
開
を
す
べ
き
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
今
後
、
県
民
に
全
体
の
件
数

を
わ
か
り
や
す
く
公
表
す
る
。

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
県
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
自
立
支
援

金
貸
付
事
業
は
開
始
か
ら
14
年

間
で
わ
ず
か
６
件
の
実
績
で
、

直
近
６
年
間
は
全
く
利
用
さ
れ

て
い
な
い
。
対
象
を
拡
大
し
、

費
用
や
限
度
額
も
含
め
て
見
直

し
充
実
す
べ
き
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
利
用
の
低
迷
を
踏
ま
え
元
年

度
に
は
対
象
者
や
要
件
を
拡
大

し
て
い
る
が
、
今
後
も
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
制
度
の
改
正
等
、

検
討
し
て
い
く
。

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
県
は
、
受
給
資
格
が
あ

り
な
が
ら
未
申
請
の
3
千

５
百
２
世
帯
を
残
し
、
大

震
災
の
生
活
再
建
支
援
金

加
算
支
援
金
の
受
付
を
閉

じ
た
。
19
年
１
月
、
都
道

府
県
セ
ン
タ
ー
の
見
解
を

理
由
に
、
被
災
市
町
か
ら

「
最
終
か
つ
1
年
限
り
の

延
長
」
の
同
意
を
求
め
る

た
め
、
ひ
な
形
を
つ
く
り

「
念
書
」
ま
で
と
る
や
り

方
は
、
市
町
の
主
権
を
侵

害
す
る
も
の
で
許
さ
れ
な

い
（
上
記
写
真
参
照
）。

知
事
は
、「
良
し
」
と
す

る
の
か
。

■
知
事

　
問
題
な
い
。

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
村
井
県
政
の
復
興
事
業

の
問
題
点
は
「
被
災
者
の

生
活
再
建
に
冷
淡
」
な
こ

と
。
岩
手
県
は
復
興
基
金

の
39
・
5
％
を
住
ま
い
の

再
建
策
に
充
て
て
い
る

が
、
宮
城
県
は
わ
ず
か

3
・
８
％
。
県
は
も
っ
と

市
町
村
の
支
援
策
格
差
を

是
正
す
べ
き
。

■
知
事

　
制
度
の
充
実
を
国
に
働

き
か
け
て
い
く
。

福
島
か
ず
え
県
議
の
一
般
質
問
（
９
／
16
）

支
援
金
申
請
期
限
、市
町
に「
念
書
」を
強
要

　
  

「
最
終
か
つ
１
年
限
り
」と
押
し
つ
け
た
県

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
県
の
水
道
「
民
営
化
」
は
、

市
町
村
水
道
の
「
広
域
連
携
」

（
事
業
統
合
、合
併
）
と
一
体
に

進
め
ら
れ
て
い
る
。
県
事
業
と

の「
垂
直
連
携
」で「
各
家
庭
の

蛇
口
か
ら
ダ
ム
ま
で
ひ
と
つ
」

に
し
て
、
３
水
道
事
業
の
運
営

権
を
売
却
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
特
定

目
的
会
社
）
や
、
運
転
維
持
管

理
（
Ｏ
Ｍ
）
会
社
（
外
資
ヴ
ェ

オ
リ
ア
が
実
権
を
握
る
）
が
独

占
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

そ
の
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
策
定

を
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
株
主
で
あ
る
コ
ン

サ
ル
会
社
日
水
コ
ン
に
委
託
す

る
の
は
、
公
平
性
や
競
争
性
に

反
し
、
道
義
的
に
も
許
さ
れ
な

い
。「
我
田
引
水
」
に
な
る
、こ

う
い
う
選
び
方
を
知
事
は
ど
う

思
う
か
。

■
知
事

　
問
題
な
い
。

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　

特
定
の
企
業
グ
ル
ー
プ
に

「
利
権
、特
権
」
を
与
え
る
「
み

や
ぎ
型
」
と
上
か
ら
の
押
し
つ

け
の
「
水
道
広
域
化
」
は
セ
ッ

ト
で
や
め
る
べ
き
。

■
知
事

　
粛
々
と
進
め
て
い
き
た
い
と

思
う
。

福
島
県
沖
地
震
で
国
の
制
度（
災
害
救
助
法
）を

　
　
　
　

適
用
し
な
か
っ
た
の
は
県
の
大
失
態

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
福
島
県
は
国
の
制
度
（
災
害

救
助
法
）
を
利
用
で
き
な
い
市

町
村
に
は
、
県
が
同
等
の
支
援

策
を
つ
く
り
、
格
差
を
是
正
。

ま
た
、
損
害
割
合
10
％
未
満
の

世
帯
に
は
修
理
費
が
20
万
円
以

上
の
場
合
10
万
円
支
給
す
る
独

自
制
度
も
つ
く
り
被
災
者
を
支

援
し
て
い
る
。
宮
城
県
で
も
つ

く
る
べ
き
。

■
復
興
・
危
機
管
理
部
長

　
災
害
救
助
法
を
適
用
し
な
か

っ
た
判
断
は
妥
当
な
も
の
。
法

の
改
正
を
国
に
求
め
て
行
く
。

多
様
な
人
の
人
権
を
守
り

ジ
ェン
ダ
ー
平
等
を
推
進
す
る
県
政
へ
の
変
革

「
み
や
ぎ
型
管
理
運
営
方
式
」と
い
う
名
の

  

水
道
事
業「
民
営
化
」と
広
域
化
の
問
題
点

※
か
ら
続
く

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
県
が
判
断
し
て
災
害
救
助
法

を
適
用
す
れ
ば
約
千
世
帯
が
支

援
を
受
け
ら
れ
助
か
っ
た
。
権

限
が
あ
る
の
に
適
用
し
な
か
っ

た
の
は
県
の
「
不
作
為
」
と
い

え
る
決
定
的
な
ミ
ス
。
責
任
を

果
た
し
失
態
を
挽
回
す
る
た

め
、
同
等
の
支
援
策
を
県
が
講

ず
る
こ
と
を
求
め
る
。

資料として掲示した写真パネル（部分抜粋）

▲再質問する福島かずえ県議

インターネットでも視聴下さい
https://miyagi-pref.stream.jfit.co.jp

※


